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Windom の解答速報 昭和大(医)Ⅱ 物理 ２０１３ 
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求める座標は,
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３ (1) 屈折の法則より， 
n

i
r

sin
sin  （答） 

(2)  
n

n1
0sin     

(3)  00 2


r の関係があり， 

この時の屈折角を 0r とすると， 

n

i
r 0
0

sin
sin  の関係を満たす。 

よって， 00 sinsin rni   

0
2

00 sin1cos
2

sin 







  nn  

2
1

2
2

11 nn
n

n
n 






 （答） 

(4)  光路と速さの関係から，
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４ 

Ａ(1) 大きく  (2) 比例    (3) 非オーム抵抗 

 

Ｂ(1) 豆電球にかかる電圧をV 流れる電流を I とおき，キ

ルヒフォッフの法則より， 
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５ 
(1) 真空にしないと電子が空気の分子に衝突してターゲッ

トに当たらないため。 

(2) 発生する熱によりターゲットが劣化するが，回転させる

ことにより熱が一カ所に集中しなくなりターゲットを長

持ちさせられ，大容量のエックス線を発生させ続けられる

から。 

(3) エネルギー原理より， 
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【講評】 全体的に解きづらい印象。１は一番難しい。角度に注

意して立式を間違えず，計算もミスをしないようにしないと落と

してしまう。２はよくある内容だが変形バージョンなので，立式

はしづらい。３もよくある内容だが，あまり慣れていない受験生

は多いであろう。４は平易である。５の理由付けはその場で考

えるしかないない。 

 


